
Beinecke MS 408   51v-01  (voynich manuscript)

pdabadasb nadaqdasar badasand nadafaum skaattb kand sb
プダバダ国は自立の無い出入り地で争い毎に豊かな希望が無くなった。
結果として国を加えたクアンド国となった。

sbadasb qadasb nadaqdata sbqand aab nadaqtb sand fab
スバダ国、クアダ国は自立家でなく国が狭いだけであった。
自立国でなく国土は遠い人だった。

faadasb fab aaqatb nadas bfaadasb saadaum kand bfazi
フアアダ国は遠い人が国から離れた。出入の無いブフアアダ国は幾らかの家だった。
しかし新しい可能性はあった。

dafand nadasar bfdaum aatdasar k dasb daftda sand badaqdazi
豊かであるが出入のない土地を新しい家の出入り地として加え、後に成長した。
貧しい争いで自立に従うのが仕事だった。

fdasand bfdasb nadaqdaum badasdaum nadaqab bqdaum dafand sar b
豊かな出入りではあるがブフダ国は無自立家で、出入りの家に従い費用が要らなかった。
古い家は長老がボスの人だった。

daqdar fatdasb nadapab nadaqaum nadafand dafbqaum aadaum sand
自立農地のフアトダ国は費用を掛けずに自立しない希望だった。
豊かな古い家で幾らかの家の国土だった。

nadafdaum aadasand nadaqaatdasb aadar aadas bfadata k daumaattfb
豊かでない家は幾らか争い、ナダタアアトダ国の幾らかの農地は放置された。
人が遠い(遠い人の)家は、後に家に幾らか集まった豊かな人だった。
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daumqttdasb nadaqaum nadasand bqadar nagaaum
ダウムクツツダ国は自立希望がなく争いが無かった。戻った農地で外には希望がなかった。

sand qadaum baaid qaadaumdaum
国土は水の家の世話に従い、小さな家が次々できた。

bqtdata batda nadaqdasb gdaums
後の期間は悪く、ナダクダ国は外の家に集まった。

baatdaqb battb bqttb aatb
纏められた小さな地域は多くの国となり、古くない国に人が増えた。

daadaqab sand aadaqatb
支配の費用は国土の幾らかの防衛となった。

sand aatdaum aatdasaid
国土に家を増え出入りの助けが増えた。


